
２０１５年７月２２日 第２２０６回例会　VOL. ４７　No. ４

■司　　会　ＳＡＡ　 二宮麻理子

■開会点鐘　会　 長　新川　　尚

■斉　　唱　それでこそロータリー　　　
　　　ＳＬ　齊藤　善孝　　

■出席報告

■本日の欠席者　　　　　
鈴木、福村

■他クラブ出席者
新川、市川（横浜瀬谷 RC）

■ビジター　
一樂　祥子様

（第５Gガバナー補佐・横浜あざみ RC）

■会長報告
　皆様こんにちは、梅雨も明けまして暑い日

が続いておりますので、体調には十分の注意

をして下さい。今度の日曜日は旭ジャズまつ

りが開催されます。台風の影響がありそうで

すが、是非皆様お出かけいただきたいと思い

ます。本日は一樂ガバナー補佐を迎えての第

三回クラブ協議会です。宜しくお願いします。

○地区関係

クラブ青少年奉仕委員長会議

日時　８月６日㈭ 15：00 ～

場所　メモワールプラザソシア 21

　佐藤委員長、出席宜しくお願いします。
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■横浜旭ロータリークラブ細則改正の件
第８条第１節Ⅰ－８

研修・ロータリー情報・広報・IT 委員会

　→研修・広報委員会

第６節　

研修・ロータリー情報・広報・IT 委員会　

　→研修・広報委員会

　定足数を満たす会員の出席があり、全票の

３分の２以上の賛成がありましたので、細則

改正は可決されました。

■研修・広報委員会　　　　　　  杉山　雅彦

　すでにクラブ協議会で活動方針が示された

とおり、研修・広報委員会は今年度より、「自

らが研究し学ぶことで、より深い理解が得ら

れる」ことから、毎月１回、検討、研修内容

を発表することとしています。

　昨日、第一グループメンバー ( 内田会員、

青木会員、秋内会員、杉山 ) が集まり、「会員

増強」をテーマとし議論、意見交換を行いま

した。当日出された意見は下記の通りです。

　ロータリアンの手引き ( 手続要覧 ) の会員

増強のページの冒頭には、「会員増強には、新

会員の勧誘、現会員の維持、新クラブの結成

という３つの要素がある。一人でも多くの適

格者にクラブに入会してもらい、また会員の

維持率を高めるために、クラブは会員と地域

社会にとっての重要性を保ち、クラブのプロ

グラムと地元地域社会への奉仕を改善し、個々

本日の出席数       27 名会  員  数 　 　 　 32 名

本日の出席率　93.10％ 修正出席率   　　100％

「世界へのプレゼントになろう」

2015-16年度 RI会長／Ｋ.Ｒ.“ラビ”ラビンドラン　　RI.D2590ガバナー／箕田　敏彦　　横浜旭RC会長／新川　　尚

Be a gift to the world  

横浜旭ロータリークラブ
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の会員を効率的に従事、参加させ、その関心

を絶えず引き付けるような対策を講じるべき

である。」とあり、会員を増やす要素にはと題

し、具体的に 17 の具体例が列挙されています。

　昨日の研修会では、この 17 項目を熟読し、

議論を致しました、その中でとくに注目した

３項目は以下のとおりです。

①潜在的な職業分類を探るために、地域社会

　内の事業と専門職を特定し、それに該当す

　る資格ある候補者を探し出す。

②奉仕活動を常に地域社会にとって重要性の

　あるものに保ち、プロジェクトと奉仕活動

　について地域社会に効果的に知らせる。

③奉仕活動を常に地域社会にとって重要性の

　あるものに保ち、会員の関心を引き付ける

　ものとする。

　この３項目を中心に議論を進めた結果、当

グループが集約した意見は以下の通りです。

１）まずは手続要覧記載の基本事項に立ち返

り、地域社会に貢献する奉仕活動を実践、強

化し、効果的な情宣活動で、魅力あるクラブ

活動の維持、拡大に努める。

２）とは言うもものの、現実的な難易度もあ

り、会員増強、職業委員会だけではなく、ク

ラブメンバー全員が「会員増強」を常に意識し、

地域の顔の方を中心に個別に交渉するしかな

い。と云う意見を集約しました。

　なかなか難しいテーマで、結論は出にくい

ものでしたが、冒頭申しあげた「ロータリア

ンの手引き」は参考になりました。

■幹事報告
日時　８月５日例会時　

　　　蓑田ガバナー公式訪問

日時　８月５日㈬ 18 時 30 分～

　　　第７回理事会

場所　クラブ事務所

■ニコニコ box( 会員敬称略 )

一樂祥子様 ( 第 5G ガバナー補佐 ) ／新年度が

始まり順調にご活動のこととお慶び申し上げ

ます。活き届かないガバナー補佐ではござい

ますが、新川会長、市川幹事、会員の皆様１

年間よろしくお願い致します。また、本日の

クラブ協議会よろしくお願い致します。

新川　尚／本日のクラブ協議会、会員の皆様、

一樂ガバナー補佐、宜しくお願いします。

市川　慎二／ガバナー補佐、一樂祥子様をお

迎えして。クラブ協議会、宜しくお願い致し

ます。

北澤　正浩／①一樂ガバナー補佐、ようこそ

いらっしゃいました。②旭ジャズまつりのチ

ケットを多くの方に購入いていただきました。

御礼申し上げます。

岡田　清七／しばらくご無沙汰いておりまし

たが、よろしくご指導下さい。

吉原　則光／猛暑のところ、一樂ガバナー補

佐様、おいでいただき有り難うございます。

ご指導、ご教示をよろしくお願いいたします。

太田　勝典／一樂ガバナー補佐、今日はご苦

労様です。御指導よろしくお願いします。

後藤　英則／一樂ガバナー補佐ようこそ。

齊藤　善孝／①一樂ガバナー補佐ようこそ。

本日はよろしくお願いします。②岡田さん久

しぶりです。

安藤　公一／①一樂ガバナー補佐ようこそい

らっしゃいました。クラブ協議会宜しくお願

い致します。②父、達雄は経過良好で 7/20 に

一般病棟に移り療養中です。2-3 週間は菊名

記念病院 W313 にいる予定です。

滝澤　　亮／ガバナー補佐、本日のクラブ協

議会よろしくお願いいたします。

二宮　　登／ガバナー補佐をお迎えして。

倉本　宏昭／一樂ガバナー補佐、本日はお暑

い中ようこそ。ご指導の程宜しくお願いいた

します。

関口　友宏／一樂ガバナー補佐、お暑い中を

ご苦労様です。数年前を思い出します。

増田嘉一郎／一樂ガバナー補佐ようこそ。ご

指導をお願いします。

佐藤　利明／一樂ガバナー補佐、本日はご苦

労様です。ご指導よろしくお願いします。

漆原恵利子／お暑い中、一樂様ありがとうご

ざいます。本日はよろしくお願いいたします。

内田　　敏／一樂さん、お忙しい中お越し頂

き有難うございます。本日はご指導の程よろ

しくお願いいたします。

佐藤　真吾／第５グループガバナー補佐、一

樂祥子様ようこそお越し下さいました。本日

のクラブ協議会よろしくお願い致します。

■クラブ協議会
○ SAA　　　　                                    二宮麻理子

　例会前の会場設営について、当番の方はな

るべく早目にいらして頂きたくお願いします。
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○プログラム委員会　　　　　 　青木　邦弘

　今期は月間テーマが変わっております。そ

れにともない、第１週は特別月間に添った

フォーラムを予定しました。また、５分間情

報は、研修委員会のテーマに添った発表をお

願いします。

○研修・広報委員会           　安藤　公一

　今日、早速杉山さんから発表をいただきま

した。大変すばらしい内容だったと思います。

今後も続けて参りたいと思います。また、広

報については、クラブの自慢できる活動内容

を形にしてみたいと考えております。

○職業奉仕委員会　        代読 田川　富男

　職業奉仕委員会は、他の委員会に比べ少し

弱いように感じられます。新たな視点から新

しい活動を考えていきたいと思います。恒例

ですが、県立旭高校への出張講座、皆様のご

協力をお願いします。

○社会奉仕委員会             　田川　富男

　チャリティコンサートの活動も順調に行わ

れ、そろそろ独立し、次の新たなプロジェク

トを考える時期のように思います。地域行政

との関わりをも考え検討して参りたいと思い

ます。

　旭ふれあい区民まつりでは、岩沼 RC の協力

を得て今年も復興米の販売を考えております。

また、NPO アジアの女性とこどもネットワー

クの活動に協力し、出店をサポートします。

○災害対策委員会　             五十嵐  正

　今期から委員会の名称が変わりました。活

動は計画書通り、10 月の区民まつりでの復興

米販売。12 月の被災地の園児へクリスマスプ

レゼント。１月のチャリコンでは、被災地の

情報提供。５月には会長推進プロジェクトと

して横浜の高校生を被災地につれて行き、体

験と地元高校生との交流を考えております。

○青少年奉仕委員会　           佐藤　真吾

　7/8 ㈬新川会長と商大高校を訪問し、顧問

教諭と話し合いを行いました。

・4/27 ㈪商大高校を訪問し話し合いを行って

　から今日に至るまでの経緯を顧問教諭へ説

　明しました。

・あらためて学校側の意向を確認しました。

　（継続していきたい意向）

・継続していくにあたって当クラブから学校

　側へ以下の項目を要望しました。

　会員の皆様が楽しく・有意義な時間を過ご

せるよう努力してまいります。ご協力お願い

します。

○出席委員会　                 秋内　　繁

　何がなんでも、出席率 100％にこだわるの

ではなく、努力目標として掲げます。本来の

ホームクラブの出席率向上を目指して参りま

す。又、食事の無駄が出ないよう、急な欠席

の場合は、必ず事務局に連絡をお願いします。

○会報委員会　                 杉山　雅彦

　いつも原稿提出にご協力いただき、皆様に

とても感謝しております。お蔭様で、順調に

推移しており、これからも、会員相互のコミュ

ニケーション、情報交換提供にと、これから

も頑張ります。

○親睦委員会　                 北澤　正浩

　新川会長は、今年度は親睦に重点をおくと

いう方針を示しています。親睦委員会の役割

として従来の活動を継続するのはもちろんの

ことですが、それ以外の様々なイベント活動

において親睦委員会が協力し、なるべく多く

の会員が参加するように呼びかけ、親睦を図

る機会を作って参ります。皆様のご協力をお

願い致します。

○雑誌委員会                 　滝澤　　亮

　活動計画書通り、雑誌紹介は、前半は雑誌

委員の方、後半は入会３年未満の方にお願い

します。その際、必ず原稿のご用意をお願い

します。又、引き続きロータリーの友を病院、

銀行などに置いていただき、ロータリー活動

の地域広報を推進する件につきましては、引

き続き継続してまいります。

○会員増強委員会             　松本　英二

　来月は増強月間です。新会員をお誘いする

に際し、基本的なことですが、クラブの楽しさ、

皆様がクラブにどんな所に魅力を感じている

のか。また、退会された方は、何故退会され

たのか。その辺りをクラブフォーラムで皆様

からご意見を頂戴し、新会員勧誘に役立てて

参りたいと考えております。

○会員選考委員会　             関口　友宏

　現状はまだ候補者が上がってこないので動

きがありません。私見ですが、会員選考委員

会の役割が形骸化しているように感じられま

す。会員増強、職業分類、選考、これらは１

つでもよいのではないでしょうか。



– 4 –

①理事長のロータリーに対する理解

②顧問教諭の地区行事への出席

③地区幹事校の依頼があった場合の受け入れ

　と施設の提供

　以上、当クラブからの要望に対して学校側

で協議して回答をいただく事になりました。

　学校側から回答が来ましたら会員の皆様に

報告し「継続するか終結か」ご意見をいただ

きたいと考えています。年次総会を迎えるま

でに当クラブとしての最終判断を下したいと

考えています。

○国際奉仕委員会　             漆原恵利子

　計画書のとおり、大きく３つの活動方針を

立てましたが、中でも、身近な国際交流活動

として、昨年度の青木委員長が実施した餅つ

き大会を参考に「食」を通じた国際交流につ

いて検討します。親睦委員会と協同実施とい

うことも考えられるかもしれません。

　委員会メンバーは勿論、会員皆様からの意

見や協力を得ながら、活動していきたいと思

います。１年間よろしくお願いいたします。

○ロータリー財団委員会　     　齊藤　善孝

　今期の目標は、ポリオに 50 ＄、年次基金

120 ＄、ベネファクター１～２名です。

　皆様のご協力をお願いします。

○米山記念奨学委員会         　増田嘉一郎

　今期の寄付目標は、普通寄付 5,000 円、特

別寄付 20,000 円となっております。皆様のご

協力をお願いします。また、10 月のフォーラ

ムでは、今期お世話をしている奨学生、宋さ

んにお願いする予定です。

○会計                         太田　勝典

　今期会費の値上げが行われました。値上げ

した以上にクラブ価値を高め、会員増強に繋

げていけるよう頑張りましょう。

○クラブ協議会講評　　　　　　  一樂　祥子

　会員の高齢化および，

会員数の減少（最盛時の

半分）が，経済面も含め

今後の課題のようであり

ましたが、要所要所を

ロータリーの基本をよく

理解している古参会員が

締め、きっちりとしたロータリー活動を行っ

ている様子が伺われました。また、若い方々

の入会しやすい雰囲気、新会員の活躍できる

環境が整えられています。楽しい例会をつく

り，出席率の向上を目指し、奉仕活動も全員

参加型で楽しく活気あるクラブ作りをしてい

こうという会員の方々の気持ちを感じました。

　長期計画委員会は特に設けられていません

が、会員選考、研修・広報、社会奉仕委員会

等では先を見据えた議論が試みられているよ

うです。

　研修・広報委員会の少人数による月間テー

マの研究・発表は本日例会で第１回目の発表

が行われました。自らが研究、議論しあった

ということで大変聞きやすく、今後もクラブ

の状況にあった問題提起ができるのではない

かと思いました。また「自慢できる我がクラブ、

自慢できるロータリー」をまとめるというの

も素晴らしいアイデアだと思います。自慢で

きるところが沢山あるクラブなので是非まと

めて、大いに自慢していただきたいです。

　職業奉仕の「職業卓話」は、仕事の紹介だ

けでなく、どのような思いを持って仕事をし

てきたかをロータリアンとして高校生に伝え

ることのできる絶好の機会となるでしょう。

　災害対策委員会の作成している防災マニュ

アル「てんでんこ」は読んでみて、なるほど

やってみようと思うことが沢山載っていまし

た。とてもよくできているので、多くの人に

読んでいただきたいものです。また、横浜の

高校生を被災地に連れて行き奉仕活動および

地元高校生との交流会を行うという地区補助

金プロジェクトの成功をお祈りします。 

　青少年奉仕 IAC について、学校側は IAC の

継続を希望しているようですが、伺ったとこ

ろでは IAC が活動するための学校側の基本的

態勢ができていないようです。大変だとは思

いますが生徒のこともありますので、学校と

しっかり交渉し、理解を得た上で、存続か否

かを決定していただきたいと思います。　

　最後になりましたが、いつも温かくお迎え

いただきありがとうございます。

　今年度のロータリー活動が充実した楽しい

ものになることをお祈り致しております。

■次週の卓話
     8/5 ㈬ 　　ガバナー公式訪問
        　　　　　　　　　  週報担当　杉山雅彦


